
 

 特許，商標，意匠，著作権等の知的財産は、事業を行う上での大きな武器となり、有効な権利を取得することで、競

合他社に対して優位に立てます。上手くいけば、貴方の会社の製品やサービスが市場を独占することも夢ではありません。 

 逆に、そのような知的財産権を他社が所有する場合、自身の事業の大きな脅威となります。昨今では、中小企業であ

っても、知的財産に関する正しい知識を持ち、知的財産についての活動を行う

必要に迫られていると考えます。 

 しかしながら、多くの中小企業の経営者の方は、 

知的財産についての知識を得る機会がない。 

知的財産活動をどうやって行ったらいいか解らない。 

既に何らかの活動を行っているが、満足ではない。 

といった悩みを持たれているのが現状ではないでしょうか。 

 そこで、知的財産に関心のある中小企業経営者の方のために、昨年に引き続

き日本弁理士会東海支部では下記要領でゼミを企画致しました。 

 中小企業では、経営者自らが正しい知識を持ち適切な決断を下さなければ、充実した知的財産活動を推進することが

困難だと思われます。 

 「これから知的財産活動を積極的に展開していきたい。」、「現在行っている知的財産活動を見直し、効率を向上させ

たい。」といったお考えをお持ちの経営者の方々奮ってご参加下さい。 

日  時 平成２３年１０月～平成２４年３月（月１回、計６回程度） 

（第１回）平成２３年１０月４日（火）１７：００～１９：００ 

      ＜第１回ゼミ終了後に懇親会（無料）を予定しています。＞ 

（第２回目以降）第１回ゼミにおいてグループごとに開催日を決定します。 

場  所 日本弁理士会東海支部 会議室 

     名古屋市中区栄２－１０－１９ 名古屋商工会議所ビル８階 

実施要領 少人数（経営者の方３～７名＋弁理士２～３名）を１つのグループとしたゼミの形式で行い、テー

マもグループを構成するメンバーに合せて適宜決定します。いわゆる懇談会形式となります。希望

される方には会社訪問によるアドバイスも行います。 

参 加 費 無 料 

参加資格 中小企業経営者（取締役レベルの方に限定） 

募集人員 ２０名（３グループを予定） 

申込方法 別紙の申込書に所定事項をご記入の上、 

     平成２３年９月３０日（金）までに 

     日本弁理士会東海支部宛てにＦＡＸ（052-220-4005） 

     又はご郵送下さい（所定事項をご記入の上、下記アドレスまで 

     メールでご返信いただいても構いません。また下記ホームページ 

     上でもご案内します。）。 

     定員になり次第締め切らせて頂きます。 

     また、参加の可否はＦＡＸでお知らせします。 

お問合せ先 日本弁理士会東海支部 事務局 

      電話052-211-3110 ＦＡＸ052-220-4005 

      e-mail: info-tokai@jpaa.or.jp http://www.jpaa-tokai.jp/ 

（運営責任 日本弁理士会東海支部 知的財産支援委員会） 

日本弁理士会東海支部主催 

中小企業経営者のための知的財産ゼミ 
～ 事業の健全な発展を目指し、知的財産を有効に活用してみませんか ～ 

参加無料 



 

 

 昨年度の「知的財産ゼミ」に参加させて頂き、特許等の知的財産についての基礎的な知識を習

得することができました。プレス金型、専用機等のメーカーであるにもかかわらず、弊社は、こ

れまで特許を取得することをほとんど考慮したことはありませんでした。自社の製品を他社の模

倣から守るため、また、自社の技術力をアピールするために、特許は有効な手段となることを知

り、弊社でも、特許取得を検討し始めたところです。 

 「知的財産ゼミ」は、単なるセミナーと違って、少人数でディスカッションを行うため、自分

の訊ねたい問題、自社の課題に関連した知識が得られる点で、非常に有意義であると感じました。 

                   （ムツミ工業株式会社 常務取締役 山田 武雄 様） 

 

製造業の空洞化が問題になっています。プロダクトデザインを生業とする弊社も請負の仕事だ

けでなく独自商品の開発また、クライアントに対する新商品提案に力を入れなければなりません。

またデザイン、設計に3D CAD化が導入され、両者間のデータ交換が日常的になっています。デザ

インと設計の境界は曖昧になり知的財産の発生、帰属などデザイナーにとって知的財産権を学ぶ

状況があると感じていました。 

こうした中、「知的財産ゼミ」に参加し知的財産を経営に

活かす基本的な知識が得られたのではないかと思います。実

例を交えた説明は分りやすくまた、参加された製造業の方々

の状況を伺うことも理解を深める一助になったのではない

かと思います。 

（株式会社中部デザイン研究所 代表取締役 渡辺 俊生 様）  （昨年度の知的財産ゼミの様子）    



『中小企業経営者のための知的財産ゼミ』 申込書 

企業名 

 

参加者名 

 

役職 

 

住所 〒    － 

 

電話番号 

 

ＦＡＸ番号 

 

業種（できるだけ具体的に） 

 

従業員数 

 

希望テーマ（□にチェックをつけて下さい。複数可） 

□知的財産権を利用した事業戦略          □知的財産権に基づく他社からの攻撃の回避 

 ex．競合他社に対して優越的地位に立つために    ex．突然の警告に対する処置 

□他企業保有権利の調査の必要性          □知的財産担当部署の立上げ・組織化 

 ex．知っておくべき競業他社の開発動向       ex．どんな担当者が必要か，発明の発掘をどうする 

□知的財産活動における弁理士の関わらせ方     □自社保有の知的財産権の見直し ～棚卸と仕分け～ 

 ex．弁理士に何を，どこまで依頼するか       ex．無駄な特許権，審査請求・外国出願の要否 

□有効性の高い権利を取得するための秘訣      □ライセンス契約における注意点 

 ex．特許マップの作成               ex．ライセンスを受ける側，与える側がすべきこと 

□知的財産権の移転，売買             □パンフレット，ホームページ等の作成の際の著作権問題 

 ex．移転の際の必要手続き，譲受の場合の留意点   ex．使ってもいい写真，悪い写真 

□不正競争防止法について 

 ex．権利がないのに真似をされたときどうする 

 
上記以外に扱ってほしいテーマがあれば、できるだけ具体的にお書き下さい。 

 
 
 
 
 
その他ご要望，ご質問があればお書き下さい。 

 

 

 

 

上記にご記入の上、ＦＡＸ又は郵送にて下記送付先までご返送下さい（所定事項をご記入の上、下記アドレスまでメー

ルでご返信いただいても構いません。また下記ホームページ上でもご案内します。）。 

申込期限：平成２３年９月３０日（金） 

送 付 先：日本弁理士会東海支部 

     〒４６０－０００８ 愛知県名古屋市中区栄２－１０－１９  名古屋商工会議所 ８階  

     電話０５２－２１１－３１１０  ＦＡＸ０５２－２２０－４００５ 

     e-mail: info-tokai@jpaa.or.jp http://www.jpaa-tokai.jp/ 


